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「
根
本
正
」
顕
彰
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
ら
考
え
た
こ
と 

 
 

平
成
二
十
五
年
九
月
に
大
子
町
文
化
福
祉
会
館
「
ま
い
ん
」
で
、
根
本
正

顕
彰
会
主
催
の
水
郡
線
全
線
開
通
八
十
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
映
像
で
見
る
「
根
本
正
の
生
涯
」
ビ
デ
オ
鑑
賞
の
ほ
か
、
會

澤
義
雄
会
長
の
「
青
少
年
健
全
育
成
の
精
神
と
業
績
」、
仲
田
義
一
副
会
長
の

「
水
郡
線
敷
設
事
業
の
業
績
」、
私
の
「
水
郡
線
開
通
と
大
子
町
の
人
々
」
の

三
つ
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
は
、「
水
郡
線
建
設
を
訴
え
る
根
本
正
の
も
と
に
集
ま
っ
た
人
々
の
間
に
、

大
子
町
、
大
子
地
方
と
い
う
ま
と
ま
り
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
町
村
合
併
、

農
業
や
商
業
の
発
展
へ
と
す
す
ん
で
い
く
。保
内
郷
、大
子
町
の
意
識
が
人
々

の
間
に
根
づ
い
て
い
っ
た
。
大
子
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。」
と
、
当
時
の
資
料
、
根
本
正
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
八
年
三
月
発
行
の
「
常
陸
大
子
運
転
区
五
十
年
史
」
で
、
当
時

の
機
関
士
の
古
沢
藤
一
郎
氏
は
、「
鉄
道
の
開
通
は
明
治
末
期
以
来
、
大
子
地

方
住
民
の
悲
願
で
し
た
。」「(

全
線)

開
通
の
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
早
く
か

ら
出
札
口
に
列
が
で
き
、
ホ
ー
ム
に
並
ん
だ
り
、
右
往
左
往
し
て
い
た
。
途

中
の
駅
で
は
貨
物
ホ
ー
ム
に
む
し
ろ
や
新
聞
紙
を
敷
い
て
老
人
は
腰
を
お
ろ

し
、
若
い
人
達
は
そ
の
う
し
ろ
に
た
っ
て
見
物
し
て
い
た
。
乗
客
は
初
乗
り

を
し
よ
う
と
す
る
町
村
の
有
志
達
、
先
生
に
引
率
さ
れ
た
小
学
生
達
が
、
一

駅
ご
と
に
交
代
し
て
い
た
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
機
関
士
だ

っ
た
内
藤
郁
三
氏
は
「
昭
和
六
年
に
は
、
失
業
者
三
五
〇
万
人
を
数
え
、
昭

和
九
年
に
は
東
北
地
方
の
冷
害
、
九
州
地
方
の
干
魃
に
よ
る
大
飢
饉
、
大
陸

に
お
け
る
支
那
事
変
の
勃
発
に
よ
る
不
況
の
波
及
は
大
子
地
方
に
も
大
き
な

打
撃
を
与
え
、
農
村
の
経
済
更
正
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

こ
の
時
期
に
水
郡
線
が
明
治
四
十
四
年
帝
国
議
会
に
建
議
以
来
、
幾
多
の
紆

余
曲
折
を
経
て
、
水
戸
―
郡
山
間
全
線
開
通
と
な
り
、
機
関
区
が
開
設
さ
れ

一
〇
〇
名
を
超
す
職
員
が
転
入
し
て
く
る
こ
と
に
、
町
の
人
々
は
大
き
な
期

待
を
い
だ
き
、
…
貸
家
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建
設
さ
れ
…
た
こ
と
は
、
鉄
道
の
建

設
が
如
何
に
地
方
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
か
推
察
さ
れ
る
。」と
述
べ
て

い
ま
す
。
更
に
、
あ
と
が
き
に
は
、「
五
十
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
創
設
の
昔

か
ら
今
日
ま
で
の
あ
し
あ
と
に
想
い
を
い
た
せ
ば
、
あ
の
山
、
あ
の
川
、
か

つ
て
の
奥
久
慈
の
寒
村
は
平
和
、
時
に
戦
争
、
復
興
と
幾
変
遷
を
経
て
今
や

自
然
は
遠
く
立
ち
の
き
、
世
の
行
く
と
こ
ろ
舗
装
さ
れ
た
道
路
網
、
自
動
車

の
激
し
い
往
来
と
、
建
ち
な
ら
ぶ
色
と
り
ど
り
の
住
宅
と
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
私
は
、
根
本
正
胸
像
建
設
事
務
局
の
木
沢
静
の

資
料
、
根
本
正
の
ス
ピ
ー
チ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
当
時
の
資
料
、
当
時
の
声

を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
質
問
者
は
、
大
子
町
の
小
・
中
・

高
校
を
卒
業
し
た
が
、
根
本
正
に
つ
い
て
何
も
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
い

ま
す
。
た
し
か
に
、
根
本
正
を
、
那
珂
町
が
ま
ず
「
郷
土
の
偉
人
」
と
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
根
本
正
は
大
子
町
に
、

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
の
情
熱
を
そ
そ
い
だ
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、
仲
田
副
会
長
の
「
水
郡
線
の
役
割
と
は
な
に

か
」、「
水
郡
線
を
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
熱
弁
に
打
た
れ
ま
し
た
。 

昭
和
五
十
年
代
か
ら
の
マ
イ
カ
ー
時
代
、車
社
会
の
前
に
、バ
ス
の
時
代
、

鉄
道
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
大
子
駅
か
ら
の
バ
ス
路
線
は
、
栃
木
県
烏
山

へ
、
里
美
を
通
っ
て
川
尻(

十
王
駅)

へ
、
大
洗
の
海
門
橋
へ
と
、
た
く
さ
ん
の

人
を
乗
せ
て
、
行
き
交
い
ま
し
た
。「
八
十
周
年
」
を
迎
え
る
水
郡
線
の
大
切

さ
を
大
子
町
の
人
々
に
、
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
、
十
二
月
五
～
七
日
に
蒸
気
機
関
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。(

野
内) 
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24 年  産出なし 

25 年 3 月  70t 

25 年 12 月 

26 年 6 月 

 
 
 

八
溝
山
地
の
依
上
・
鹿
島
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
（
二
） 

笠
井
勝
美 

  

八
溝
山
地
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
床
は
、
八
溝
山
地
の
中
生
代
の
深
海
に
堆
積
し
た

放
散
虫
軟
泥
が
固
化
し
た
チ
ャ
ー
ト
層
に
貫
入
し
て
出
て
き
た
火
成
鉱
床
説

が
有
力
で
あ
る
。
八
溝
山
地
の
北
か
ら
南
へ
南
方
鉱
山
、
鹿
島
鉱
山
、
依
上
鉱

山
、
高
取
鉱
山
、
七
会
鉱
山
な
ど
の
鉱
山
群
が
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
は
、
大
子
町
の
山
田
塩
の
沢
奥
の
依
上
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
と
、
大
田
原

市
須
賀
川
に
あ
っ
た
鹿
島
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
に
つ
い
て
の
み
説
明
す
る
。
両
鉱
山

は
鉱
石
を
丸
通
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
、
常
陸
大
子
駅
に
運
び
、
貨
車
で
各

地
の
製
鉄
所
に
送
ら
れ
て
い
た
。 

 

依
上
鉱
山
の
産
出
量
は
、
昭
和
十
八
年
か
ら
閉
山
ま
で
は
年
八
十
ト
ン
程
度

だ
っ
た
。
鉱
区
権
者
は
荒
井
源
太
郎
氏
で
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
は
更
に
本
格

的
に
採
掘
が
行
わ
れ
た
。
事
務
所
は
塩
の
沢
鉱
泉
の
宿
に
お
い
て
、
鉱
員
は
地

元
の
若
者
を
雇
い
、
十
名
程
度
で
あ
っ
た
。 

 

坑
道
は
上
か
ら
、
一
号
坑
、
二
号
坑
及
び
、
こ
れ
よ
り
十
二
・
五
メ
ー
ト
ル

下
位
の
長
い
通
洞
坑
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
鉱
石
は
線
路
を
布
設
し
、
手
押

し
ト
ロ
ッ
コ
で
運
び
出
し
た
。
鉱
床
は
非
常
に
硬
く
、
発
破
を
か
け
て
採
掘
し

た
が
、
珍
し
く
地
下
水
は
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。
選
鉱
後
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
石

は
ト
ロ
ッ
コ
で
現
在
の
ふ
る
さ
と
農
園
の
奥
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

に
積
ま
れ
た
。
現
在
も
坑
道
跡
の
穴
が
山
の
中
腹
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
昭

和
二
十
三
年
の
鉱
石
産
出
量
は
三
〇
％
マ
ン
ガ
ン
に
換
算
し
て
次
の
よ
う
で

あ
る
。
表
か
ら
は
小
規
模
鉱
山
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
開
山
以
来
の
総

産
出
量
は
七
八
五
ト
ン
で
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
に
閉
山
に
な
っ
た
。 

     

鹿
島
鉱
山
は
、
栃
木
県
大
田
原
市
須
賀
川
横
山
に
あ
っ
た
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
で

あ
る
。
昭
和
十
年
代
頃
に
鉱
区
権
利
者
の
柳
竜
太
郎
氏
が
開
発
し
た
鉱
山
で
、

そ
の
後
権
利
者
は
屋
代
徳
太
郎
氏
に
代
わ
り
、
十
年
以
上
も
続
い
た
。 

 

こ
の
鉱
山
の
最
盛
期
に
は
、
男
女
合
わ
せ
て
三
十
名
も
の
鉱
員
が
働
い
て
い

た
。
坑
道
の
深
さ
は
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
や
、

坑
道
へ
の
扇
風
機
に
よ
る
送
風
な
ど
、
毎
日
の
仕
事
開
始
ま
で
に
は
た
く
さ
ん

の
準
備
が
あ
り
、
手
順
よ
く
行
わ
れ
て
朝
は
大
変
忙
し
い
時
間
だ
っ
た
。
坑
道

は
入
口
か
ら
水
平
に
入
り
、
途
中
か
ら
傾
斜
し
て
深
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
線

路
を
敷
き
、
ト
ロ
ッ
コ
は
ワ
イ
ヤ
ー
で
巻
き
上
げ
て
い
た
。
鉱
石
は
女
子
鉱
員

に
よ
っ
て
県
道
ま
で
運
び
出
し
た
。
そ
の
後
は
ト
ラ
ッ
ク
で
常
陸
大
子
駅
に
集

め
ら
れ
水
郡
線
で
運
ば
れ
た
。
昭
和
三
十
年
に
入
り
、
経
営
者
の
屋
代
氏
は
、

足
尾
山
地
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
に
ま
で
手
を
の
ば
し
た
が
、
経
営
に
失
敗
し
て
閉

山
に
追
い
込
ま
れ
た
た
め
、
鹿
島
鉱
山
も
閉
山
し
た
。 

 

鹿
島
鉱
山
の
総
産
出
量
は
五
千
ト
ン
に
も
達
す
る
大
規
模
な
マ
ン
ガ
ン
鉱

床
で
、
北
部
で
は
花
室
神
社
付
近
ま
で
の
び
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
左
貫

で
は
マ
ン
ガ
ン
を
掘
っ
た
記
録
は
な
い
。 

 

（
元
大
子
町
史
編
さ
ん
委
員
） 

 

月 t 
1 60 
2 60 
3 30 
4 40 
5 0 
6 0 
7 10 
8 20 
9 40 
10 0 
11 0 
12 0 
計 260 

依上鉱山坑内図

375t 

昭和23年の産出量 

通洞坑 

2号坑

１号坑
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私
の
太
平
洋
戦
争
記
（
一
） 

野
内
泰
子 

開
戦 

 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）
十
二
月
八
日
未
明
、
日
本
軍
は
、
ア
メ
リ
カ

太
平
洋
艦
隊
の
本
拠
地
真
珠
湾
を
奇
襲
攻
撃
し
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

そ
れ
よ
り
十
年
程
前
か
ら
中
国
大
陸
で
は
戦
争
が
続
い
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
あ
ち
こ
ち
で
戦
い
が
始
ま
り
第
二
次
世
界
大
戦
の
様
相
は
、
ず
っ
と

以
前
か
ら
あ
っ
た
。
日
本
軍
の
真
珠
湾
急
襲
は
ア
メ
リ
カ
を
も
こ
の
大
戦
へ

と
巻
き
込
み
世
界
中
が
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
時
、私
は
、神
奈
川
県
横
須
賀
市
浦
郷
国
民
学
校
の
三
年
生
だ
っ
た
。

こ
の
年
の
四
月
一
日
、
国
民
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
小
学
校
は
国
民
学
校
と

名
を
変
え
た
。
当
時
、
私
は
横
須
賀
市
鉈
切
と
い
う
所
に
住
ん
で
い
た
。
世

界
中
が
戦
争
へ
と
足
音
を
高
め
る
中
で
は
あ
っ
た
が
、子
ど
も
の
私
達
に
は
、

学
校
名
が
変
わ
り
、
教
科
書
の
中
身
が
変
わ
っ
て
も
、
特
に
生
活
に
変
わ
り

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
下
校
後
は
、
近
所
の
小
山
や
裏
の
海
岸
な
ど
を
遊

び
場
に
近
く
の
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
集
ま
っ
て
、
夕
方
、
母
親
た
ち
の
迎
え

の
声
を
聞
く
ま
で
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
朝
七
時
、
日
本
放
送
協
会
の
ニ
ュ
ー
ス
で
（
当
時
ラ
ジ
オ

放
送
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
し
か
な
か
っ
た
）
伝
え
ら
れ
た
真
珠
湾
攻
撃
は
、
日
本
中
を
驚
か

せ
た
。
テ
レ
ビ
の
あ
る
時
代
で
は
な
い
。
ラ
ジ
オ
は
本
以
外
の
楽
し
み
の
一

つ
だ
っ
た
。
現
在
、
総
合
テ
レ
ビ
で
放
送
中
の
「
花
子
と
ア
ン
」
の
花
子
、

村
岡
花
子
の
「
お
は
な
し
お
ば
さ
ん
」
の
時
間
も
楽
し
み
だ
っ
た
。
と
は
い

え
、
こ
の
当
時
、
各
家
庭
に
ラ
ジ
オ
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
を

聞
く
た
め
に
は
、
高
い
ア
ン
テ
ナ
を
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
外
か
ら
見
て

も
こ
こ
の
家
に
は
ラ
ジ
オ
が
あ
る
と
分
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
我
が
家
の
ラ

ジ
オ
は
高
い
神
棚
の
隅
に
置
い
て
あ
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
の
は
父
か
兄

で
、
背
の
低
い
私
に
は
、
踏
み
台
に
乗
っ
て
も
手
が
届
か
な
か
っ
た
。 

 

戦
争
に
突
入
し
た
こ
と
が
放
送
さ
れ
る
と
、
学
校
で
の
会
話
も
突
然
変
わ

っ
た
。
先
ず
、
次
の
朝
、
仲
良
し
の
友
達
Ｋ
さ
ん
が
新
聞
の
切
り
抜
き
を
持

っ
て
き
て
、
大
声
で
何
か
話
し
始
め
た
。
ク
ラ
ス
の
友
達
は
み
ん
な
Ｋ
さ
ん

の
周
り
に
集
ま
っ
て
行
き
、
何
事
か
と
机
の
上
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
。
そ
こ
に

は
、ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
顔
写
真
の
切
り
抜
き
が
あ
っ
た
。

Ｋ
さ
ん
は
、
こ
れ
が
戦
争
を
起
こ
し
た
大
悪
人
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
や
っ
つ

け
て
や
ろ
う
と
い
い
、
鉛
筆
の
先
で
写
真
を
突
っ
つ
い
て
み
せ
た
。
周
り
に

い
た
み
ん
な
も
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
」
と
い
っ
て
次
々
に
顔
写
真
に
穴
を
開

け
、
遂
に
は
無
残
な
写
真
に
な
っ
た
。 

 
 

Ｋ
さ
ん
は
、
ク
ラ
ス
の
中
で
も
飛
び
抜
け
て
頭
の
い
い
人
で
、
そ
の
年
女

学
校
に
入
学
し
た
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
夜
ま
で
勉
強
を
し
て
い
る
と
言
っ
て

い
た
が
、
い
つ
も
は
、
穏
や
か
な
人
で
そ
ん
な
過
激
な
行
動
を
と
る
よ
う
な

人
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
芯
は
勝
ち
気
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争
に

突
入
し
た
と
い
う
異
常
事
態
に
、
日
頃
の
彼
女
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
行
動
を
起
こ
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
に
か
く
、
そ
の
日
の
こ
と
は
、

今
で
も
私
の
心
に
衝
撃
的
な
事
実
と
し
て
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
。 

 

日
本
軍 

南
方
へ
の
進
撃 

 

昭
和
十
七
年
四
月
、私
は
四
年
生
に
な
っ
た
。そ
の
頃
に
な
っ
て
も
ま
だ
、

戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
月
に
一
、
二
回

は
家
族
揃
っ
て
デ
パ
ー
ト
に
行
っ
た
り
、
そ
の
近
く
の
三
笠
（
日
露
戦
争
当
時

の
連
合
艦
隊
旗
艦
、
横
須
賀
市
白
浜
海
岸
に
固
定
保
存
さ
れ
て
い
た
。
今
で
も
そ
こ
に
あ

る
）
を
見
学
し
た
り
、
時
に
は
、
金
沢
八
景
や
金
沢
文
庫
（
横
浜
市
の
南
端
に

あ
る
鎌
倉
時
代
か
ら
の
景
勝
地
。
我
が
家
か
ら
も
近
か
っ
た
）
な
ど
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
行
っ
た
り
し
た
。
ま
だ
ま
だ
長
閑
な
日
常
で
あ
っ
た
。 

こ
の
頃
は
、
戦
場
が
ず
っ
と
南
の
海
上
に
あ
り
、
ま
だ
、
切
実
感
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
、
日
本
軍
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
グ
ア
ム
を
攻
撃
、
や
が
て
、
香
港
を
占
領
、
マ
レ
ー
沖

海
戦
で
は
、
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
を
撃
沈
。
ル
ソ
ン
島
上
陸
、

マ
ニ
ラ
占
領
と
破
竹
の
勢
い
で
南
方
へ
と
手
を
伸
ば
し
た
。（
次
号
へ
続
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
子
郷
土
史
の
会
）
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小
久
慈
の
つ
り
橋
と
金
砂
山
の
石
灯
籠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
沢
晴
美 

 

つ
り
橋 
そ
の
昔
、
袋
田
村
北
田
気
と
大
子
町
小
久
慈
間
は
架
橋
が
な
く
、

渡
河
や
渡
舟
に
た
よ
っ
て
い
た
。
出
水
の
際
は
運
送
に
大
き
な
支
障
を
来
し

て
い
た
が
、
袋
田
村
長
と
大
子
町
長
が
県
に
陳
情
し
明
治
三
十
六
年(

一
九
〇

三)

八
月
に
橋
の
完
成
を
み
た
。 

 

当
時
の
写
真
を
み
る
と
、
西
洋
の
絵
に
あ
る
よ
う
な
す
て
き
な
木
の
つ
り

橋
で
あ
る
。
現
在
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
石
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
つ
り
橋
の
長
さ
五
六
間
、
幅
三
間
、
高
さ
は
水
面
か
ら
四
間
四
尺
で
、

一
万
六
千
円
の
工
事
費
を
要
し
た
。こ
の
つ
り
橋
の
設
計
は
一
般
公
募
さ
れ
、

そ
れ
に
応
じ
た
人
は
、
諸
沢
出
身
の
大
高
巳
之
次
郎
さ
ん
で
あ
る
。
当
時
の

水
戸
の
建
設
会
社
の
技
術
担
当
を
し
て
い
て
、
彼
が
設
計
し
た
も
の
が
採
用

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
子
の
工
事
現
場
近
く
に
泊
り
込
ん
で
工
事
の
監
督
を

し
た
と
い
う
。 

 

私
は
、
こ
の
つ
り
橋
を
見
る
こ
と
も
、
渡
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
が
、

小
久
慈
に
住
む
老
人
は
少
年
時
代(

昭
和
五
年
頃)

渡
り
歩
い
た
と
い
う
。
昭
和

七
年
、
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
小
久
慈
橋
が
で
き
る
ま
で
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
ま
で
長
期
に
わ
た
り
皆
の
役
に
立
っ
て
い
た
の
だ
。
流
れ
る
川
の

水
の
中
に
橋
脚
を
造
る
の
は
当
時
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
つ
り
橋
が

考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

※
大
高
亘
氏
の
お
話
を
参
考
に
し
ま
し
た
。 

 

石
灯
籠 

諸
沢
に
隣
接
す
る
旧
金
砂
郷
村
の
断
崖
絶
壁
の
山
上
に
西
金
砂

神
社
が
鎮
座
す
る
。
本
殿
の
前
に
、
嘉
永
五
年(

一
八
五
二)

歳
次
壬
子
冬
十
一

月
十
二
日
に
奉
納
さ
れ
た
常
夜
塔(

石
灯
籠)

が
対
に
な
っ
て
建
っ
て
い
る
。 

 

正
面
に
は
「
越
後
」
の
文
字
と
側
面
に
は
「
知
野
庄
兵
衛 

鶴
巻
久
次
郎 

松
永
卯
七 

川
口
惣
衛
門 

関
金
六 

今
田
庄
吉 

関
仙
左
衛
門 

松
永
浅

七 

川
口
栄
次
郎 

関
弥
吉
」
ら
越
後
商
人
十
名
と
地
元
の
「
世
話
方 

木

村
小
八
郎 

同 

中
嶋
藤
衛
門 

石
工 

渡
辺
半
□
□
」
ら
三
名
の
名
前
が

刻
ん
で
あ
る
。川
口
惣
衛
門
は
私
の
祖
父
の
二
代
前
の
先
祖
で
あ
る
。な
お
、

松
永
浅
七
は
袋
田
の
桜
岡
源
次
衛
門
が
越
後
の
加
茂
に
潜
伏
し
た
時
世
話
し

た
松
永
朝
七
ゆ
か
り
の
人
物
だ
ろ
う
。
こ
の
中
嶋
藤
衛
門
は
、
蒟
蒻
の
神
様

の
曾
孫
に
あ
た
る
。 

 

な
ぜ
、
金
砂
山
中
に
、
遠
い
北
国
の
越
後
商
人
が
奉
納
し
、
名
前
が
刻
ま

れ
た
石
灯
籠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
越
後
加
茂
の
主
要
な
産
物
に
元
結
が
あ

る
。
髪
の
根
を
結
い
束
ね
る
の
に
用
い
る
紐
で
あ
る
。
亡
父
は
「
加
茂
の
生

家
は
元
結
つ
く
り
で
復
活
し
た
」
と
言
っ
て
い
た
。 

 

元
結
は
、
和
紙
を
糊
で
ひ
も
状
に
す
る
。
米
や
小
麦
の
糊
で
は
、
水
気
に

触
れ
る
と
ふ
や
け
て
用
途
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
蒟
蒻
を
入

れ
た
糊
は
、
多
少
の
水
気
や
水
に
つ
か
っ
て
も
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
故
に
、

越
後
加
茂
の
元
結
の
産
地
で
は
、
蒟
蒻
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
材(

原)

料

で
あ
っ
た
の
だ
。 

 

こ
の
金
砂
の
山
中
に
、
越
後
加
茂
の
商
人
と
常
陸
国
諸
沢
村
の
中
嶋
藤
衛

門
の
名
が
あ
る
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、
お
相
撲
さ
ん
や
役
者

の
髪
結
い
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
昔
は
、
元
結
は
、
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
金
砂
神
社
の
石
灯
籠
か
ら
、
父
の
言
葉
を
想
い
出

す
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

常
陸
大
宮
市
在
住) 

          

西金砂神社の石灯籠 
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保
内
の
農
民
騒
動(

下) 

 
 
 
 
 

二 

家
毀
し 

高
橋
裕
文 

  

太
田
村
で
は
田
中
源
蔵
、
国
分
新
太
郎
ら
の
暴
力
的
な
金
策
に
対
し
て
、

元
治
元
年(

一
八
六
四)
七
月
十
五
日
水
戸
城
下
か
ら
役
人
が
出
張
し
た
た
め

村
内
が
一
時
鎮
静
し
た
が
、
城
下
「
大
変
」
の
た
め
水
戸
へ
役
人
が
引
き
揚

げ
る
と
、
村
内
で
は
再
び
浪
士
が
乱
入
し
て
く
る
と
い
う
う
わ
さ
が
広
が
り

人
々
は
動
揺
し
た
。二
十
七
日
、村
内
一
統
が
竹
槍
を
持
ち
辻
々
を
か
た
め
、

浮
浪
の
徒
を
一
人
捉
え
た
。
さ
ら
に
そ
の
夜
、
そ
の
者
を
取
り
返
し
に
来
た

と
思
わ
れ
る
三
人
を
捕
え
た
。
村
役
人
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
者
た
ち
は

先
の
浮
浪
の
徒
の
身
内
の
者
で
取
り
返
し
に
来
た
の
で
は
な
い
と
わ
か
り
居

村
へ
引
き
渡
そ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
百
姓
た
ち
約
一
〇
〇
〇
人
は
組
頭
立

川
次
衛
門(

問
屋
立
川
雄
介)

、
組
頭
小
沢
惣
次
衛
門
な
ど
一
三
軒
の
宅
に
押
し

込
み
家
財
、
建
具
、
敷
物
な
ど
ま
で
残
ら
ず
打
ち
破
っ
た(
文
久
四
年
太
田
村
御

用
留)

。
こ
れ
は
、
一
三
軒
の
者
た
ち
が
野
口
館
、
小
菅
館
よ
り
の
金
子
徴
発

の
手
引
き
を
し
太
田
村
へ
難
儀
を
か
け
た
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た(

『
水

戸
藩
史
料
』)

。 
 

七
月
晦
日
金
砂
山
で
上
宮
内
、
上
利
員
、
下
利
員
、
山
方
、
薬
谷
村
の
農

民
た
ち
が
、
槍
、
鉄
砲
を
も
っ
て
蜂
起
し
、
大
宮
村
鈴
木
弥
三
郎
や
南
発
人

宅
を
打
ち
毀
し
、
さ
ら
に
山
方
村
根
本
正
之
介
、
清
水
、
盛
金
村
庄
屋
、
西

金
村
小
室
吉
重
郎
、
小
室
兵
重
郎
、
河
合
伴
次
郎
、
頃
藤
村
館
ま
で
打
ち
毀

し
た(

「
文
明
ニ
懸
ル
旧
新
諸
雑
誌
」) 

 

太
田
村
の
北
、
天
下
野
村
辺
で
も
七
月
晦
日
農
民
が
立
ち
上
が
っ
た
。
天

下
野
村
な
ど
七
か
村
の
農
民
は
大
勢
で
小
菅
郷
校
に
押
し
寄
せ
文
武
館
武
場

を
破
却
し
、
徳
川
斉
昭
の
「
告
志
篇
御
影
あ
ふ
き
」
ま
で
引
き
散
ら
す
な
ど

の
乱
妨
を
し
、つ
い
に
は
焼
き
払
っ
た(

瀬
谷
義
彦
『
水
戸
藩
郷
校
の
史
的
研
究
』)

。

こ
の
小
菅
郷
校
に
は
七
月
八
日
太
田
村
よ
り
移
動
し
た
国
分
新
太
郎
組
が
駐

留
し
て
金
策
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
打
ち
毀
し
に
は
小
里
郷
の
者
は
一
人
も

加
わ
っ
て
い
ず
、
小
里
以
外
の
村
々
よ
り
乱
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

打
ち
こ
わ
し
の
頭
取
は
天
下
野
村
の
政
之
允
、
御
館(

郷
校)

こ
わ
し
の
頭
取
は

中
染
村
の
八
郎
兵
衛
、
佐
十
親
子
、
町
田
村
の
庄
屋
兵
衛
門
親
子
で
あ
る
と

い
う
。
さ
ら
に
、
天
下
野
村
辺
の
農
民
た
ち
は
生
瀬
郷
へ
も
押
し
寄
せ
て
き

た
。
八
月
中
、
町
田
村
の
後
藤
吉
兵
衛
、
同
粂
之
介
、
天
下
野
村
木
村
政
次

衛
門
は
頭
取
と
し
て
手
勢
を
大
勢
召
連
れ
、
生
瀬
郷
へ
家
毀
し
を
か
け
た
。

そ
の
時
佐
川
弥
次
衛
門
、
国
谷
貞
蔵
も
同
様
の
働
き
を
し
た
と
い
う(

益
子
家

「
明
治
二
年
御
用
留
」)

。 
 

ま
ず
、
八
月
一
日
夜
、
高
柴
村
庄
屋
益
子
喜
衛
門
の
家
が
毀
さ
れ
た
。
喜

衛
門
は
南
発
し
て
い
て
伜
の
英
次
郎
が
留
守
を
し
父
の
か
わ
り
に
「
御
用
向

取
計
罷
在
申
候
」
と
し
て
い
た
が
逃
亡
し
た
。
同
夜
、
内
大
野
村
組
頭
も
逃

亡
し
奥
州
へ
行
き
潜
居
し
た
。
ま
た
同
村
の
庄
屋
飯
村
平
蔵
は
六
月
二
十
四

日
に
郡
奉
行
の
供
と
し
て
南
発
し
、
小
金
ま
で
行
き
歎
願
を
し
て
い
た
が
、

父
病
死
の
た
め
七
月
八
日
帰
村
し
、
忌
中
後
、
再
び
南
発
し
よ
う
と
し
た
が

八
月
二
日
に
家
毀
し
が
押
し
来
た
の
で
逃
亡
し
た(

益
子
家
「
慶
応
四
年
御
用
留

張
」)

。
ま
た
、
小
生
瀬
村
の
山
横
目
石
井
重
衛
門(

扱
村
は
下
野
宮
、
上
高
倉
、

下
高
倉
、
天
下
野
、
中
染
、
東
染
、
西
染
、
町
田
の
八
か
村)

は
南
発
せ
ず
「
国
元
鎮

撫
取
締
役
」(

「
勤
王
殉
国
事
蹟
」)

と
し
て
残
っ
て
い
た
が
、
家
毀
し
さ
れ
品
物

が
盗
み
取
ら
れ
た
。
ま
た
小
生
瀬
村
の
金
沢
惣
七
郎
も
南
発
し
て
い
た
が
そ

の
家
は
焼
か
れ
よ
う
と
し
た
ら
し
く
「
家
宅
ヲ
為
焼
立
候
評
説
も
御
座
候
」

と
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
小
生
瀬
村
庄
屋
大
藤
伝
五
兵
衛
も
小
金
表
へ
南
発
し
て
い
た
が

「
家
屋
未
チ
ン
ニ
打
破
」
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
後
、
妹
多
加
が
「
大
家
之
身

代
」
を
一
人
で
さ
さ
え
た(

明
治
二
年
御
用
留
帳)

。
小
生
瀬
村
の
家
毀
し
の
頭
取

は
佐
川
弥
次
衛
門
で
あ
っ
た
。
隼
之
介
は
佐
川
弥
次
衛
門
の
手
先
で
家
破
り

で
は
先
手
廻
り
を
つ
と
め
た
。 

 

生
瀬
郷
の
家
毀
し
勢
は
八
月
三
、
四
日
に
は
小
里
方
面
に
進
出
す
る
。 

(

元
大
子
町
史
編
さ
ん
委
員 

那
珂
市
在
住) 
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新
聞
記
事
に
み
る
満
州
移
民
の
断
片 (

一
四) 

―
第
九
次
冷
家
店
大
子
町
開
拓
団
の
軌
跡
― 

 
 昭

和
十
六
年
七
月
四
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
紙
面
に
お
い
て
大
子
町
開

拓
団
の
当
時
の
農
業
事
情
を
報
告
し
た
菅
井
正
維
記
者
は
、
記
事
の
末
尾
を

次
の
よ
う
な
感
想
で
締
め
括
っ
て
い
る
。 

「
大
子
開
拓
団
は
未
成
品
で
あ
つ
て
今
後
に
期
待
さ
る
ゝ
成
果
で
あ
る
が
、

恵
ま
れ
た
環
境
と
団
長
の
指
導
力
が
今
日
の
如
く
変
ら
ぬ
以
上
そ
の
成
果
は

期
し
て
待
つ
べ
く
そ
の
勤
労
精
神
に
築
か
る
ゝ
点
に
お
い
て
は
遠
か
ら
ず
全

国
開
拓
団
中
の
高
座
を
占
む
る
で
あ
ら
う
と
想
像
す
る
、
開
拓
団
の
常
と
し

て
大
子
分
村
に
も
不
自
由
さ
は
多
々
あ
る
、
然
し
な
が
ら
そ
れ
は
将
来
の
殿

堂
に
対
す
る
楽
し
き
〝
忍
従
〟
で
あ
る
。
／
記
者
の
観
点
を
以
て
す
れ
ば
本

県
の
指
導
者
は
こ
の
大
子
開
拓
団
に
対
し
て
認
識
が
足
り
ず
聊
か
継
子
扱
ひ

の
風
情
が
あ
る
、
そ
れ
は
本
団
に
対
す
る
県
庁
か
ら
の
視
察
が
我
等
と
相
会

し
た
磯
部
君
を
以
て
嚆
矢
と
し
尚
公
式
視
察
者
と
し
て
県
人
関
係
者
は
記
者

が
嚆
矢
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
、
そ
れ
だ
け
県
は
本
団
を
再
認
識
し
県
民

に
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
ら
う
、
県
自
身
が
力
を
入
れ
た
開
拓
団
よ
り
も
我

大
子
開
拓
団
の
方
が
将
来
成
果
を
挙
げ
得
た
場
合
、
県
の
面
目
は
如
何
で
あ

ら
う
か
」、
と
。 

開
拓
地
で
の
農
業
経
営
と
日
本
の
そ
れ
と
の
間
に
は
想
像
以
上
の
〝
違
い

〟
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
菅
井
記
者
は
「
本
団
の
作
業
そ
の
他
に
は
幾
多

の
ナ
ン
セ
ン
ス
が
あ
る
」
と
表
現
し
、
ま
た
農
事
指
導
員
の
斉
藤
良
治
も
「
宿

題
」
と
認
識
し
深
い
戸
惑
い
を
み
せ
て
い
た
こ
と
は
本
誌
前
号
で
指
摘
し
た

が
、
そ
こ
に
起
因
す
る
様
々
な
「
不
自
由
さ
」
を
「
そ
れ
は
将
来
の
殿
堂
に

対
す
る
楽
し
き
〝
忍
従
〟
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。「
全

国
開
拓
団
中
の
高
座
を
占
む
る
で
あ
ら
う
」
と
の
展
望
と
も
ど
も
、
極
め
て

楽
観
的
と
し
か
思
え
な
い
指
摘
で
あ
る
。「
満
洲
国
総
務
庁
の
招
請
」
に
よ
る

実
情
視
察
の
報
告
の
一
部
で
あ
る
点
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
大

東
亜
共
栄
圏
の
枢
軸
を
な
す
満
洲
建
設
」（
昭
和
十
六
年
七
月
五
日
付
「
い
は
ら
き
」

新
聞
記
事
中
の
菅
井
記
者
の
表
現
）
の
方
策
に
同
調
し
、
推
進
役
で
も
あ
っ
た
当

時
の
新
聞
論
調
の
一
つ
の
表
わ
れ
と
も
い
え
よ
う
。 

菅
井
記
者
が
担
っ
た
も
う
一
つ
の
任
務
は
、
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
の
実

情
視
察
で
あ
る
。
そ
の
報
告
は
、
同
年
七
月
十
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
。当
時
、大
子
開
拓
団
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
勤
労
奉
仕
隊
は
、

菊
田
光
正
（
水
戸
市
三
の
丸
青
年
校
助
教
諭
）
隊
長
、
郡
司
久
治
（
那
珂
郡
菅
谷
村

村
会
議
員
）
副
隊
長
ほ
か
県
内
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
一
〇
名
の
隊
員
か
ら
成
っ

て
い
た
。
隊
員
に
は
、
大
子
町
浅
川
出
身
者
も
二
名
含
ま
れ
て
い
た
。
期
間

は
、
六
月
初
め
か
ら
八
月
中
旬
頃
ま
で
の
約
二
か
月
余
に
わ
た
る
短
期
の
勤

労
奉
仕
で
あ
っ
た
。「
元
来
奉
仕
隊
員
は
原
則
と
し
て
一
集
団
四
十
名
を
以
て

組
織
す
る
に
拘
ら
ず
、
こ
ゝ
ば
か
り
は
前
記
の
通
り
僅
十
二
名
が
一
隊
を
成

し
四
十
名
分
の
働
き
を
な
す
と
い
ふ
衝
天
の
意
気
を
示
し
、
こ
の
少
数
隊
を

以
て
大
子
開
拓
団
の
作
業
を
側
面
か
ら
掩
護
し
て
ゐ
る
」（
十
六
年
七
月
十
日
付

「
い
は
ら
き
」
新
聞
）
状
況
を
、
菅
井
記
者
は
視
察
し
た
こ
と
に
な
る
。 

白
取
道
博
氏
の
研
究
（「
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
）
に
よ

る
と
、
昭
和
十
四
年
五
月
の
「
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
要
綱
」
の
策
定
を
も

っ
て
制
度
が
動
き
出
す
。
そ
の
「
方
針
」
に
は
、「
現
下
ニ
於
ケ
ル
満
州
建
設

ノ
重
要
性
ニ
鑑
ミ
日
満
共
同
防
衛
ノ
見
地
ニ
基
キ
満
州
ニ
於
ケ
ル
食
糧
飼
料

ノ
増
産
日
本
ニ
対
ス
ル
豊
富
且
低
廉
ナ
ル
飼
料
ノ
供
給
並
ニ
国
防
建
設
ニ
寄

与
ス
ル
為
銃
後
青
年
ヲ
動
員
シ
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
ヲ
編
成
セ
シ
メ
主
ト

シ
テ
国
境
地
帯
及
其
ノ
背
後
地
並
ニ
開
拓
地
等
ニ
於
テ
土
木
、
農
耕
其
ノ
他

ノ
建
設
事
業
ニ
勤
労
奉
仕
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
併
セ
テ
日
本
農
村
問
題
特
ニ
飼

料
問
題
解
決
ノ
一
端
ニ
資
ス
」、
と
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
十
五
年
二
月
に
は

「
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
派
遣
要
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
こ
の
内
容
が
四
月
十

二
日
付
文
部
次
官
・
農
林
次
官
・
拓
務
次
官
連
名
通
牒
「
満
州
建
設
勤
労
奉

仕
隊
ニ
関
ス
ル
件
」
を
も
っ
て
地
方
長
官
に
伝
え
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、「
銃

後
青
年
を
動
員
シ
」、そ
の
労
力
を
満
州
に
お
け
る
開
拓
政
策
の
促
進
に
充
当

す
る
仕
組
み
が
始
動
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
齋
藤
） 
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百
年
前
の
大
子
を
行
く
（
三
） 

大
金
祐
介 

  

「
百
年
前
の
大
子
を
行
く
」
で
は
、
初
回
に
呉
服
店
を
、
二
回
目
に
雑
貨

店
を
取
り
上
げ
た
。
三
回
目
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
趣
向
を

変
え
、「
主
な
る
商
店
の
営
業
振
り
」
と
い
う
題
の
新
聞
記
事
を
取
り
上
げ
た

い
。
こ
れ
は
、
明
治
四
十
三
年
三
月
二
日
付
け
の
「
い
は
ら
き
」
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
大
子
町
紹
介
記
事
「
大
子
号
」（
三
〜
六
面
）
を
構
成
し
て
い
る
記

事
の
中
の
ひ
と
つ
で
、
明
治
四
十
三
年
当
時
の
大
子
の
商
業
や
商
店
の
様
子

を
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
は
、「
主
な
る
商
店
の
営
業
振
り
」
の
全
文
を
引
用

し
、
そ
こ
に
登
場
す
る
商
店
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
明
治
四
十
三
年
当
時
の

大
子
の
商
業
や
商
店
の
様
子
に
接
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
尚
、
以
下
の
引
用

文
中
①
～
⑩
は
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

 

●
主
な
る
商
店
の
営
業
振
り 

大
子
町
の
各
商
店
の
牛
耳
を
執
つ
て
居
る
の
が
外
池
、
樋
口
、
三
河
屋
、
吉

見
屋
、
助
川
独
立
勧
工
場
な
ど
で 

▲
①

外
池
は
近
江
屋
号
の
看
板
を
掲
げ
て

呉
服
洋
物
肥
料
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
無
い
と
云
ふ
事
は
無
い 

最
上
醤
油
金
鵄

印
も
こ
の
外
池
商
店
の
醸
造
部
よ
り
売
り
出
さ
れ
て
千
葉
県
下
の
醤
油
と
拮

抗
し
て
声
価
を
博
し
て
居
る 

肥
料
部
は
又
た
保
内
郷
の
地
に
適
合
せ
る
人

造
肥
料
を
販
売
す
べ
く
日
本
人
造
肥
料
会
社
と
特
約
し
て
外
池
商
店
の
商
標

「
丸
越
」印
配
合
肥
料
を
売
り
出
し
て
居
る 

呉
服
部
は
斬
新
な
る
珍
柄
を
取

り
揃
へ
て
価
格
も
廉
な
り
と
の
評
判 

▲
②

樋
口
商
店
は
金
物
、
肥
料
、
運
送
、

荒
物
の
四
部
に
営
業
を
区
分
し
各
々
盛
大
な
る
商
ひ
振
り 

大
子
煙
草
組
合

の
肥
料
は
同
店
の
一
手
に
販
売
を
引
受
け
着
実
に
信
用
を
博
し
て
居
る 

▲

③

樋
口
呉
服
店
は
同
家
の
呉
服
部
と
も
云
ふ
べ
く
新
店
だ
け
に
業
務
に
大
勉

強 

▲
④

三
河
屋
呉
服
店
こ
れ
又
た
蓄
音
器
を
備
付
け
て
山
間
の
御
得
意
さ

ま
に
ヤ
ン
ヤ
と
受
け
て
居
る 

大
子
の
三
大
呉
服
店
を
東
京
市
の
其
れ
に
対

照
す
る
と
外
池
呉
服
店
は
三
越
式
で
樋
口
呉
服
店
の
松
屋
三
河
屋
呉
服
店
の

白
木
屋
と
云
ふ
塩
梅
で
あ
る 

従
前
は
呉
服
物
と
云
へ
ば
遠
く
馬
頭
や
黒
羽

又
た
は
那
珂
郡
の
山
方
な
ら
ね
ば
買
は
ぬ
も
の
の
よ
う
に
思
つ
て
居
つ
た
保

内
郷
人
士
が
昨
今
は
呉
服
物
は
大
子
に
限
る
や
う
に
な
つ
た
の
み
な
ら
ず
馬

頭
黒
羽
方
面
よ
り
も
続
々
得
意
を
吸
収
し
て
居
る 

つ
ま
り
同
営
業
者
が
産

地
と
特
約
し
て
新
柄
を
格
安
に
仕
入
薄
利
主
義
に
商
つ
て
居
る
結
果
な
の
で

あ
る 

▲
⑤

助
川
独
立
勧
工
場
は
名
の
如
く
助
川
氏
の
独
営
で
こ
れ
ぞ
不
足

と
い
ふ
も
の
な
く
買
う
人
に
は
至
極
便
利
な
店 

雑
貨
商
の
▲
⑥

吉
見
屋
商

店
は
土
地
生
ぬ
き
の
店 

薄
利
で
お
客
さ
ま
の
厚
意
に
報
ゆ
る
と
は
主
人
の

主
張
で
あ
る 

▲
⑦

齋
藤
運
送
店
は
如
何 

物
産
の
主
な
る
も
の
一
手
輸
送
の

引
受
け
を
な
し
親
切
に
取
扱
は
る
る
の
で
荷
主
の
信
用
を
博
し
て
居
る 

粉

菎
問
屋
は
四
五
軒
あ
る
が
⑧

川
口
、
⑨

松
浦
、
⑩

山
り
が
主
な
る
も
の
で
粉
菎

問
屋
の
営
業
は
金
貸
兼
業
で
種
芋
の
植
付
け
時
に
資
金
を
貸
与
し
製
品
で
元

利
を
回
収
す
る
の
で
利
益
と
し
て
は
一
番
あ
る 

従
つ
て
店
構
え
も
立
派
で

何
れ
も
大
商
店 

  

① 

近
江
屋
号
外
池
商
店
（
店
主
・
外
池
重
次
郎
）
は
、
金
町
（
現
・
器
而
庵
）

に
店
を
構
え
て
い
た
。
天
明
初
年
に
近
江
商
人
の
外
池
家
が
経
営
す
る
一
店

と
し
て
開
店
し
た
。
同
店
は
、
呉
服
太
物
、
肥
料
、
度
量
衡
器
な
ど
の
小
売
、

醤
油
醸
造
業
、
塩
の
元
売
捌
な
ど
を
手
が
け
て
い
た
。 

 

② 

樋
口
本
店
（
店
主
・
樋
口
與
平
）
は
、
泉
町
（
現
・
旧
セ
ラ
ヴ
ィ
）
に
店
を

構
え
て
い
た
。
創
業
は
明
治
三
年
で
あ
る
。
同
店
は
、
金
物
、
肥
料
、
荒
物
、

米
穀
な
ど
の
小
売
、
蒟
蒻
、
楮
の
取
引
、
貨
物
運
送
業
な
ど
を
手
が
け
て
い

た
。
ま
た
、
各
種
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
特
約
販
売
店
や
大
同
生
命
保
険
の
代
理

店
に
な
っ
て
い
た
。 

 

③ 

樋
口
呉
服
店
（
店
主
・
樋
口
佐
平
）
は
、
泉
町
（
現
・
旧
筑
波
銀
行
大
子
駅

前
通
支
店
）
に
店
を
構
え
て
い
た
。
同
店
は
、
明
治
二
十
四
年
に
樋
口
本
店
の

呉
服
部
と
し
て
創
業
し
、
明
治
四
十
年
に
樋
口
呉
服
店
と
し
て
独
立
し
た
。

呉
服
太
物
の
ほ
か
、
雑
貨
や
小
間
物
な
ど
の
小
売
を
手
が
け
て
い
た
。 
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④ 

三
河
屋
商
店
（
店
主
・
雫
虎
吉
）
は
、
泉
町
（
現
・
旧
マ
ル
ス
魚
店
）
に
店

を
構
え
て
い
た
。
呉
服
太
物
や
荒
物
な
ど
の
小
売
を
手
が
け
て
い
た
。
販
売

促
進
に
蓄
音
器
を
用
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。 

 

⑤ 
助
川
百
貨
店
（
店
主
・
助
川
作
次
郎
）
は
、
金
町
（
現
・
大
子
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

に
店
を
構
え
て
い
た
。
創
業
は
明
治
二
十
七
年
で
あ
る
。
同
店
は
、
雑
貨
、

小
間
物
、
陶
漆
器
、
金
物
、
玩
具
な
ど
の
小
売
を
手
が
け
て
い
た
。
座
売
り

が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
に
陳
列
販
売
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
大
変
な
好
評
を

博
し
て
い
た
。
系
列
店
に
助
川
分
店
（
後
の
大
内
団
扇
店
）
と
助
川
呉
服
店
（
袋

田
駅
前
）
が
あ
る
。 

 

⑥ 

吉
見
屋
商
店
（
店
主
・
大
金
仙
之
介
）
は
、
金
町
に
店
を
構
え
て
い
る
。

創
業
は
明
治
二
十
三
年
で
あ
る
。
同
店
は
、
現
在
は
衣
料
品
店
に
な
っ
て
い

る
が
、
明
治
四
十
三
年
当
時
は
荒
物
雑
貨
の
卸
小
売
を
中
心
に
、
煙
草
、
履

物
、
小
間
物
、
石
油
、
醤
油
な
ど
の
小
売
を
手
が
け
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、

石
油
と
醤
油
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
と
野
田
醤
油

株
式
会
社
の
特
約
店
と
し
て
販
売
し
て
い
た
。
系
列
店
に
吉
見
屋
分
店
（
後

の
ヨ
シ
ミ
ヤ
レ
コ
ー
ド
）
が
あ
る
。 

 

⑦ 

松
屋
運
送
店
（
店
主
・
齋
藤
百
之
介
）
は
、
金
町
（
現
・
丸
三
酒
店
）
に
店

を
構
え
て
い
た
。
荷
馬
車
に
よ
る
貨
物
運
送
業
を
手
が
け
て
い
た
。 

 

⑧ 

川
口
商
店
：
大
子
に
は
、
川
口
利
吉
を
店
主
と
す
る
川
口
商
店
（
金
町
：

現
・
わ
か
ま
つ
歯
科
）
と
川
口
利
作
を
店
主
と
す
る
川
口
商
店
（
金
町
：
現
・
榊

材
木
店
）
の
二
店
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
蒟
蒻
商
だ
っ
た
。
記
事
中
の
「
川

口
」
が
ど
ち
ら
を
指
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

 

⑨ 

松
浦
商
店
（
店
主
・
松
浦
栄
次
郎
）
は
、
金
町
（
現
・
松
浦
駐
車
場
）
に
店

を
構
え
て
い
た
。
同
店
は
、
蒟
蒻
商
で
、
京
都
の
山
添
商
店
の
蒟
蒻
仕
入
店

と
し
て
創
業
し
、
後
に
松
浦
商
店
と
し
て
独
立
し
た
。 

 

⑩ 

山
り
：
家
印
を
読
ん
だ
も
の
。
前
後
の
文
脈
か
ら
大
子
の
蒟
蒻
商
の
中

の
一
店
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
手
が
か
り
が
家
印
だ
け
で
あ
る
た
め
、
詳

細
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

（
筑
波
大
学
人
文
・
文
化
学
群
人
文
学
類
三
年
） 

編
集
後
記 

 
 

今
年
の
七
月
十
八
日
に
旧
上
岡
小
学
校
と
旧
黒
沢
中
学
校
が
国
の
登
録
有

形
文
化
財
へ
登
録
の
答
申
が
出
ま
し
た
。
旧
上
岡
小
学
校
は
現
在
、
朝
の
連

ド
ラ
「
花
子
と
ア
ン
」
の
花
子
の
母
校
の
ロ
ケ
地
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

休
日
は
保
存
会
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
一
般
開
放
さ
れ
、
沢
山
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。 

旧
黒
沢
中
学
校
は
昨
年
の
三
月
に
閉
校
に
な
っ
た
ば
か
り
で
す
。
沢
山
の

卒
業
生
に
愛
さ
れ
、
現
在
ま
で
き
れ
い
に
管
理
・
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
「
常
陸
大
子
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
生
産
用
具
及
び
加
工
用
具
」
の
国

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
登
録
に
続
い
て
、
大
子
町
で
国
の
登
録
は
三
件
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
茨
城
県
自
然
博
物
館
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
）
の
「
新

茨
城
風
土
記
―
ひ
と
と
自
然
の
も
の
が
た
り
―
」
と
い
う
企
画
展
で
、
こ
の

「
常
陸
大
子
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
生
産
用
具
及
び
加
工
用
具
」
の
登
録
有
形
民
俗

文
化
財
の
一
部
が
十
一
月
二
十
四
日
（
月
）
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
大
子
町
の
特
産
物
や
伝
統
工
芸
の
紹
介
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
町
の
宝
を
大
切
に
保
存
し
、
町
の
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
家
田
） 

 

編 

集 

大
子
遊
史
の
会 

 

編
集
人 

齋
藤 

典
生
（
茨
城
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授
）

 
 
 
 
 

野
内 

正
美
（
茨
城
県
立
歴
史
館
資
料
調
査
員
）

 
 
 
 
 

齋
藤 

仁
司
（
大
子
町
教
育
委
員
会
） 

 
 
 
 
 

家 

田 

望
（
大
子
町
教
育
委
員
会
） 

 

発 
行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
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立
中
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公
民
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